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尿失禁と排尿困難を来した高齢者の

陰唇癒着の1例
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LABIAL ADHESION PRESENTING AS URINARY INCONTINENCE 
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                   A CASE REPORT
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   A 68-year-old woman admitted to our hospital complaining of urinary incontinence and dysuria. 
On examination, the labia were found to be fused extensively, with a pinhole opening at the midline. 
Under spinal anesthesia, the adhesion was clearly separated with the Hegar's dilator. There 
remains no recurrence in this patiant following therapy. The labial adhesion was considered to 
be an acquired disease caused by infection, trauma in the genitalia, or sexless life, according to 

 hypoestrogenism. 

                                             (Acta Urol. Jpn.  44: 843-845, 1998) 
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緒 言

陰唇癒着は,し ばしば乳幼児および閉経後の女性に

認める外陰部異常である.こ れは低エストロゲンの状

況下にある女性の外陰部に,炎 症や感染などが起こる

ことによると考えられている.著 者らは,尿 失禁と排

尿困難を来した陰唇癒着の1例 を経験 したので報告す

る.

症 例

患者:68歳,女 性

主訴:尿 失禁および排尿困難

家族歴 既往歴:特 記すべきことなし

現病歴:1997年6月 下旬より尿失禁および遷延性排

尿困難が出現 していたが放置.そ の後徐々に増強 して

きたため,1997年ll月 当科を受診 した.

現症=身 長141cm,体 重37kg.栄 養中等度.会

陰部の外傷歴および妊娠歴はなく,性 交渉の経験 もな

い.閉 経は48歳時である.外 陰部は正中で完全に癒着

してお り,癒 着線ほぼ中央 にpinhole状 の小孔 を認

め,消 息子は約1cm挿 入可能であった.ま た排尿時

腹圧をかけるために出現したと思われる脱肛を認めた

(Fig.1).
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血液検査,検 尿 など諸検査:異 常所見 を認めず エ

ス トラジオール;10pg/ml以 下
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造影検査所見:pinholeよ り22ゲ ー ジ留置針 を挿入

し逆行性造影 を行 ったところ,拡 張 した膣 を認め,膣

内に尿貯留 を認 めた(Fig.2).ま た排泄性尿路造影 に

て造影 された膀胱には異常所見 はな く,上 部尿路 に も

明 らかな異常所見 を認め なか った.

以上 よ り陰唇癒着 と診断 し1997年ll月26日,腰 椎麻

酔下にて陰唇拡張術 を施行 した.自 験例 では鋭的切 開

は行 わず,pinhole状 小 孔 よ り子宮 頸管 拡張 用のヘ

ガール頸管拡張器 を挿入 し外陰部を拡張 した.拡 張に

より尿道 口を認 め,20Fr直 ブ ジーがス ムーズに挿 入

で きた(Fig.3).尿 道 に18Frバ ル ーンカテーテルを

留置 し,膣 口には糸付 きタンポ ンガーゼ を挿入 した.

また陰唇の癒着面にはステロイ ド軟膏 を塗布 し,手 術

Fig3.Theadhesionwasclearlyseparated

withtheHegar'sdilator.

を終了した.

術後30日 目の外陰部所見では,剥 離 した面には上皮

が形成されていた.排 尿状態も良好で,再 発の兆候を

認めていない.

考 察

本症 は主 として,小 児1・2)および閉経後の女性3'9)に

多 くみ られ,低 エス トロゲ ン状態で起 こりやす い と考

え られている.小 児の場合,母 体の影響 で高 エス トロ

ゲ ンの状況下にある新生児期 にはほとん ど認 めず,エ

ス トロゲンの分泌が少ない生後数 カ月か ら6歳 頃に多

く認める1'2)ま た 閉経前 の女 性10)に は ほとん ど認 め

ず,低 エス トロゲ ンの状況下 におかれ る閉経後の女性

がほ とんどであ る.低 エ ス トロゲ ンの状況下の脆弱 し

た外 陰部 に感染 や炎症,外 傷 などが加 わる こ とに よ

り,陰 唇 癒 着 が発 生 す る と考 え られ て い る.中 村

ら10)は そ の他 に,sexlesslifeと 本 症 との間 に密 接 な

因果関係があると している.自 験例の場合,閉 経 にて

血 中エス トロゲン値が低 下 し,sexlesslifeを 送 ってい

たこ とが重な り,陰 唇癒 着が発生 した と考 えられ る.

小 児で は定期検診 や育児にて偶発 的に見つか ること

が多いが,成 人報告例 は排尿困難や尿線細小,尿 失禁

を主訴 としてお り,な かで も排尿困難 を訴 える症例が

約70%を 占め る4)局 所 所 見で はほぼ全例 でpinhole

状 の 小孔 を認 める.

治 療法 としては小児の場合 局所 にエ ス トロゲ ン軟膏

を塗布す ることのみで容易 に離開す る1)が,成 人 の場

合小 陰唇が強固に癒着 してい ることが多 く,鋭 的切 開

を要す ることがほ とん どであ ると報告 されている.さ

らに成人例の14-一一20%の 症 例 に術後再癒着 を認 め るた

め,エ ス トロゲ ン含 有軟 膏の 塗布 が必 要 とされてい

る5)が これ らを塗 布す るこ とな く,再 発 を認 め な

かった とする報告 も多い6・7)自 験 例 では鋭 的切開す

ることな く,子 宮頸管拡張用のヘ ガール頸管拡張器 に
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て小陰唇を離開しえた.鋭 的切開を行 う前にまずこの

ような剥離を試みるべ きであると思われる.ま た自験

例ではエス トロゲン軟膏を用いることなく経過観察を

行っているが,再 癒着を認めていない.

結 語

排尿困難を来 した陰唇癒着の1例 について報告 し

た.

本論文の要旨は第162回 日本泌尿器科学会関西地方会にお

いて発表した.
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